






























































　国際理解 36.1％　情報 33.5％　環境 45.3％　福祉
56.3％　健康 26.7％　資源エネルギー7.2％　安全
24.0％　食 29.8％　科学技術 7.2％　地域の人々の
暮らし 55.3％　伝統と文化 70.6％　町づくり 30.3％　
地域経済 23.5％　防災 39.1％　キャリア 95.3％　も



















第 1 学年： 「福祉」パラリンピック，障害者理解
第 2 学年： 「環境」ESD






































































 　平成 29 年告示の中学校学習指導要領（以下，
「新学習指導要領」とする。）解説「総合的な学
習の時間編」の「総合的な学習の時間改訂の趣
旨」の項目の中に，「課題」に関する記述があ
る。
・ 総合的な学習の時間を通してどのような資質・
能力を育成するのかということや，総合的な学
習の時間と各教科等との関連を明らかにすると
いうことについては学校により差がある。これ
まで以上に総合的な学習の時間と各教科等の相
互の関わりを意識しながら，学校全体で育てた
い資質・能力に対応したカリキュラム・マネジ
メントが行われるようにすることが求められて
いる。
・ 探究のプロセスの中でも「整理・分析」，「まと
め・表現」に対する取組が十分ではないという
課題がある。探究のプロセスを通じた一人一人
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の資質・ 能力の向上をより一層意識すること
が求められる。
3　今後への期待
　新学習指導要領「総合的な学習の時間の改訂の趣
旨」では，探究的な学習実現のためのプロセスにつ
いて記述している。
・ 探究的な学習を実現するため，「①課題の設定
→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表
現」の探究のプロセスを明示し，学習活動を発
展的に繰り返していくことを重視してきた。全
国学力・学習状況調査の分析等において，総合
的な学習の時間で探究のプロセスを意識した学
習活動に取り組んでいる生徒ほど各教科の正答
率が高い傾向にあること，探究的な学習活動に
取り組んでいる児童生徒の割合が増えているこ
となどが明らかになっている。また，総合的な
学習の時間の役割は OECD が実施する生徒の
学習到達度調査（PISA）における好成績につ
ながったことのみならず，学習の姿勢の改善に
大きく貢献するものとして OECD をはじめ国
際的に高く評価されている。
　今後は，成果を上げている探究的な学習の過程を
一層重視し，各教科等で育成する資質・能力を相互
に関連付け，実社会・実生活において活用できるも
のとすることが大切であり，各教科等を越えた学習
の基盤となる資質・能力を育成することが重要と
なってくる。
　各学校においては，前述した O 中学校の実践も
一つであるが，先進的かつ効果的な実践を行ってい
る他校の事例などを収集し，それぞれの学校の実態
に合わせた総合的な学習の時間を構築していってほ
しい。
4　結　び
　本学の教職課程を履修している学生たちには，将
来，教科の指導力を身に付けることはもちろんであ
るが，学校教育全体で育てたい資質・能力に対応し
たカリキュラム・マネジメントが行える教員になっ
てほしいと願う。
